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B 135　動作に逼合す^衣服設計の徊牛　r第2報｀)

　　　　　　　タイトスリーアの巾Ji りと着用蔵

　　　　甲南女大短大　○木岡悦子小松ま7紀　福山市立女短文:tf5Jf子

　目的上肢の動作に対して要才ざれ々唄とり量にっにて，ざきには／俘梢性のほどんど

ない織物を秀材とした場合ヽの牛袖の袖巾についてのゆとり量を明力ヽにした。長袖r'ぱ,肘

関節の伸展･ 屈曲によゐ動作変化量か大,ﾀいこと方ヽヽら更に何らかの罷でゆとりが要才され
々ものと尽われ拓木研呪では, 長袖タイトス1) ーアの場合について,遣切な一叩とり量を

才のる手ぴかりとして，動作によって左ず列句東が庄理的機首へ与えう影響について痛心ヽ

地の一側面としてとらむあわせて許審される巾とり量について秀斎すらこととしに。

　方活被験渚ぼ，平均|?湘オの健康なな子4鳶である。上肢下ｔの状箭て宇レ一ピンク

した感奮

に前上挙レ肘関節をだ及び/3O'屈,脚させ, 湘として上肢を被覆する御の拘剰大繕,か准

梢循環血浪に皐え刎影常を観察L だ。更に9章動作による着用哭験を行ない，哭験袖の変

そ三を考察けこ。

　締IE.　伊及^■／30'の肘関節屈朗紡作後,箱犬容積脈液ヵ哺しく友動レ液f£沁一肝消

失する状態か刄られた。回復状態となるまでに時間を要すること釘わかった。更に, 前額

部の深部温と詣尖部の皮膚凰を観察した恥，勃作後，わずかではめる詐。深那温の参旅詐

弁られた。悪用完験後, 迦部の変形状態をL うべた外来，長

塾尊のたののゆとり量をより夕く必屡とすること於明わヽとなった。

B 136 勧作に適合な夜獣設計の灸鏝（茅丿報)

　　　　　　又ラックスによろ下昧部の拘東が人亦生■に与i ろ和

　　　　甲南か大偉大　〇小松由紀　米岡統子

　目的　前娠でほよ一県£策穣^ろ迦にっヽ､ヽて、動､作に逝鳶了i> ゆ巴り量£祉釘I r-グ、本

釈xu動作量が八きい下収£喪フスラリス£糾に･でげ．簾々な動作'f Iこ1バ､鼻灘､型が

雇維に爰£t うf- の. 立疸正兪李勢てル　めう程隻ゆりダあう象眼バ、そ・変七に釘

斥卜れず拘t乙なり- 庸でえ左万石了ろこごバでにぎ能欣査等で明らかにきiHてヽヽる．

今回13、冲縮性の13 と乙どない織物乙素殺巴ずるスラりス*阿吽の生.恥二心ヽり有左

調べろ．こい二下県の動､剣二差斤了ろゆ乙りそ£みっ'7る手タリヽリ乙ドヒい･

　方宏　非製l Xzスタッブズは、トレーピンq"＼こいば､位正常寥奪で人体に､密膚こせ斥ス

ラ･･/7 スA と. 動作叶のｽ､体､の窯剋量£剔felてゅり量kflat T=スラックス&のi種頬

であり、いずnも材料トワづlt渫剛仁。滅草か3f 均年令け町の貧屎なかf3名で

める。（験l3 I ず莱巣香がえ衆問^静色保っX--痕、仰臥､位の弟手津i指、右足第^栢の騨、

煮の測定り7が、脈護夕濯むた仮の立札稗至也縛層のざ琳でそf＼ 列り分闇々定
ト 再び仰臥覆瓦乙')、脈潰の回復£観釆1 仁。一a. 大腿直筋乙紗腹筋の筋^図訓
冶滞降吋、埓ノぢそ

いてのスコー４

　爵果　大腿直襖、

片fi御＝ついて冽定1.fc。以r £ズラ，クI^及びB．コントロー/し

Ｕて(niコ- トi 甲時の3 看のiL薫梗訂を行、片･　　　　　　　　　　　　　　　。
　爵果　大腿直襖、昨腹修の筋剔?ビり& ズラ､バリA^fflやこおヽバ. 根幅が尺乙
りろi$向ダ々りた。鼠穴脈かこワ､てほ、衿に婢鳶動命時のズラりヌA 劃M 噂、漕＼
く濠形ｸ頌動に辰加吻久する状亀八< 濠（ｸ頌動＼ , 辰形μ満更する状亀が祀いr--。幻

惑ねi/＼るエ限の狛尖脈装にワヽバも濠形の微妙fl 走勲ヵ旧h i(＼仁


